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　北海道

はようや

く雪が降

り、一気

に冬景色

になりま

した。こ

の２ヶ月

は私にと

って考え

させられ

ることの

多い日々でした。みなさまはお変わりありませ

んでしたか？

　元慰安婦の証言を伝える記事を「捏造」とさ

れ名誉を傷つけられたとして、元朝日新聞記者

の植村隆さんが櫻井よしこさんらに損害賠償を

求めた訴訟の判決が１１月９日、札幌地裁であ

り、岡山忠広裁判長は請求を棄却しました。弁

護団や支援者らは勝利を信じていただけに、失

望と怒りの声があふれました。私は傍聴できず

に朗報を1階で待っていましたが「民主主義は

失われている！」と怒りで震えました。

　植村さんは記者会見で「悪夢のような判決で

した。私は法廷で、悪夢なのではないか、これ

は本当の現実なんだろうかとずっと思っていま

した。今の心境は、言論戦で勝って、法廷で負

けてしまった、ということです。櫻井氏は３月

の本人尋問では、いくつもずさんな間違いを認

めていった。あの法廷と今日の法廷がどうつな

がるんだろうか」「激しいバッシングを受けた

とき、これは単に個人の問題ではないというこ

とで様々なジャーナリストが立ち上がってくれ

ました。いまも新聞労連、日本ジャーナリスト

会議、リベラルなジャーナリストの組織も応援

してくれています」「この裁判所の不当な判決

を高等裁判所で打ち砕いて、私は捏造記者でな

いということを法廷の場でもきちんと証明して

いきたいと思っています」と述べました。

　報告集会での参加者の報告は２～４ｐをお読

みください。

　１０月、北海道胆振東部地震から１ヶ月が

過ぎても結構強い余震が続き、「いつも体が

揺れている感じ」に体調がよくありませんで

した。

　１０月９日に泊廃炉訴訟で意見陳述をしま

した。その時の参加者の感想を、廃炉の会の

Ｍさんが送ってくださいました。「意見陳述

はタイムリーで説得力がありました」「時宜

を得た内容で、北電のブラックアウトによる

泊の管理能力を問題提起した点は、傍聴のマ

スコミにも訴える力があると思いました。『

北電への手紙』で２９年前から反対の声を上

げ続け、原発差し止め廃炉への思いを深めて

きたことは、裁判官に対し時代と歴史を作っ

ていく判決の重さを求めるものとなったと思

います」等の感想や意見に励まされました。

思いがけず表舞台にたつ貴重な経験になりま

した。その体験を「週刊金曜日」（11月３０

日号）論争欄に「ブラックアウトから考える

電力のこれから」という題で寄稿しました。

機会がありましたらご覧ください。

　５月の連休明けから、自宅庭に天文台を作

り始めました。ドームはグラスファイバー製

で本州に発注しましたが、天文台の設計の一

部は夫が図面を引き、地元の土木業者さんに

施工をお願いし１０月末に完成しました。名

づけて「銀河天文台」です。（左上写真）ま

だ望遠鏡の調整が終わっていません。完成の

暁には是非、星見にいらしてください。

　１０月中旬に韓国に住む植村さんを、仲間

と訪ねました。日本の侵略でどれだけ韓国の

人々が苦しめられてきたかを歴史館などで学

びました。（４～５ｐに見聞録）。そして今

回の「不当判決」でした。植村裁判のこと、

原発のこと、平和や人権のこと。来年も書き

続けたいと思います。

　1年間ご愛読ありがとうございました。少し

早いですが来年もよろしくお願いします。郵

送料が値上げしました。心苦しいですが、来

年から郵送読者は年間1500円の負担をお願い

します。
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植村裁判判決報告集会に１８０人！

「植村裁判を支える市民の会」共同代表の上田

文雄さんと植村隆さんが、判決に対する考えと

今後の決意を語った。その後、裁判を支援して

きた人々がリレートーク形式でそれぞれの思い

を語った。

　判決は期待を裏切るものだったが、会場に重

苦しい空気はなく、植村裁判を力強く支えてい

く思いを共有し決意を固める集会となった。集

会は午後９時前に終わった。（text by HH）

１９人の発言　要旨＝発言順

【弁護団報告】　小野寺信勝・弁護団事務局長

■判決は、「植村さんが記事を捏造した」と櫻

井氏が 書いたことを、名誉棄損に当たると判断

した。しかし櫻井氏に免責される事情を認定し

請求は退けられた。「植村さんが記事を捏造し

た」と判断されたのではない。金学順（キム・

ハクスン）さんがどういう経緯で慰安婦になっ

たか、裁判所は認定できないとした。その上で

櫻井氏がいろいろな記事や訴状を見て、継父に

よって慰安婦にさせられたと信じたのは、やむ

を得ないとした。また植村さんの妻が太平洋戦

　判決報告集会は、

１１月９日、記者会

見の後、午後６時過

ぎから道庁近くの「

かでる２・７」大会

議室で開かれた。夕

方から降り出した雨

の中、約１８０人が

集まり、会場はほぼ

満席となった。

　最初に弁護団小野

寺事務局長が判決内

容を解説し、問題点

を指摘した。つぎに

争犠牲者遺族会の幹部の娘という親族関係か

ら、植村さんが公正な記事を書かないと信じ

てもやむを得ない、としている。

■判決はさらに、植村さんが意図的に事実と

異なる記事を書いたと、櫻井氏が信じたのも

やむを得ないとした。だが一足飛びに「捏造

したと信じた」というのは論理の飛躍だ。そ

れに櫻井氏が、事実に基づいて物事を評価す

るのが職責のジャーナリストであることを考

慮していない。

■櫻井氏の本人尋問では、杜撰な取材ぶりが

明らかになったが、これでは、不確かな事実

であっても信じてしまえば名誉棄損は免責さ

れてしまうことになる。櫻井氏の職責を無視

した非常に不当な判決だ。

控訴審で争うことになるが、「事実の摘示か

論評か」ではなく、「植村氏が捏造したと櫻

井氏が信じたことはやむを得なかったかどう

か」、その1点が争点になる。

■一読するだけで判決には論理の飛躍があり

十分乗り越えられると思う。今日の判決は非

常に残念だし不当な判決だが、控訴審で勝利

判決を報告できるよう努力したい。ぜひご支

援いただきたい。

【あいさつ】上田文雄（支える会共同代表）

■北星事件と植村バッシングの当初から、私

たちは民主主義社会における許し難い言説と

して、問題の真相を語り、闘う意味を伝え、

多くの支援を得てきた。支援された方々に心

から感謝します。だが判決は、市民の良識と

正義感を打ち砕く、まったく不当な判決とな

った。

■私は司法が、櫻井よしこ氏の杜撰な取材を

叱り、ジャーナリズムに高い水準を強く求め

る判決が欲しかった。控訴審でも、この裁判

が持つ意味をさらに多くの方々と共有してい

きたい。

【あいさつ】　植村隆さん

■悪夢のようだった。典型的な不当判決だ。

私は承服できない。高裁で逆転判決を目指す

しかないと思っている。櫻井氏が自分に都合

のいい理屈で私を捏造記者に仕立てようとし

たが、本人尋問（３月２３日）でその嘘がボ

ロボロ出てきた。裁判でただ１人の証人、元

北海道新聞記者の喜多義憲さんは、私が書い

た数日後、金学順さんにインタビューした。

当時の状況を証言し、櫻井氏らの植村攻撃を

「言いがかり」と証言した。

■新聞労連や日本ジャーナリスト会議は支援

を組織決定した。ジャーナリストの世界では

植村は捏造記者ではない、櫻井氏がインチキ

していることは知られているが、それが法廷

では通用しない。私は言論の世界では勝って

いるが、この法廷では負けてしまった。

■私が怒っているのは、櫻井氏らの言説によ

って、名乗らないネット民たちが娘の写真を

流したり、大学に脅迫状を送るなど、脅迫行

為が広がったことだ。こんなことを放置した

２０１８年11月9日　会場　かでる２．７で
集会発言者（写真各段左から＝敬称略）
１段目：小野寺信勝、上田文雄、植村隆、伊藤誠一、神原
元
２段目：安田浩一、新西孝司、姜明錫と韓国大学生
３段目：北岡和義、水野孝昭、原島正衛、崔善愛、新崎盛
吾、南彰
４段目：植田英隆、喜多義憲、七尾寿子、三上友衛、岩上
安身
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ら、家族がやられる。２０年前、３０年前の記

事に難癖つけられたら、ジャーナリスト活動が

できなくなる。

■困難な戦いだったが私は皆さんと出会えた。

敗訴した集会で、こんなふうに会場が満員にな

る。市民は我々の側にある。我々は絶対に負け

ない。ありがとうございました。

【リレートーク】

■こんな判決がま

かり通る社会

安田浩一さん（ジ

ャーナリスト＝判

決を傍聴席最前列

で聞いた）

ふざけた判決だ。

「これはダメ」と

思いこめば、それ

がまかり通る。こんな判決を許してはいけない。

だが裁判官だけの問題でも、被告だけの問題でも

ない。いま私たちはどういう社会の中で生きてい

るのかそれを自覚して反撃しなければならない。

植村さんの家族が脅迫を受けたが、私たち社会は

これを放置してきた。多くのジャーナリスト、メ

ディア、書き手、安田純平が、取材をするだけで

叩かれる。取材をしない人間が堂々と記事を書い

て逃げ切る。そんな社会を許さないという強い覚

悟が必要だ。

■妖怪をバックにしている櫻井

新西孝司さん（「負けるな北星！の会」呼びかけ

人＝植村さんは「北海道の僕のおやじ。新西さん

の書斎は僕の応接間代わりだった」と紹介した）

子どもがいない私は、喜んで一種の疑似親子を演

じてきたが、今日から本当の親子になったし孫も

できた。相手は安倍政権や右翼勢力という妖怪を

バックにした櫻井よしこ。これからも一緒に闘い

を広げていきましょう。

■若者同士の冷たい視線

姜明錫さん（早稲田大学大学院生＝北星学園大の

植村さんの教え子。判決の取材で来た韓国カトリ

ック大学新聞部の学生記者４人の自己紹介を通訳

した）

判決を知った時、これでネット右翼は櫻井勝利で

炎上していくと思い、悲しくなった。東京で留学

生活をしていると、若者同士でも冷たい視線を経

験する。僕はこの後も長く日本に住むと思うが、

安心して暮らせるかと不安になる。その意味でこ

の裁判は僕にとって大事な裁判です。植村先生を

応援し、一緒に戦っていくつもりです。

■判断力失った日本社会 

北岡和義さん（支える会共同代表＝判決を傍聴席

で聞いた）

植村裁判は、日本で言論がいい加減なものになっ

ていることを示している。社会全体が、正しいか

正しくないかの議論が出来なくなってきた。植村

裁判は時代が大きく変わろうとしているとき、自

分たちがこれからどう歩んでいくかを分ける事件

だ。私は癌の治療を続けている。生きるか死ぬか

となったら、病気もメディアも同じで、もうだめ

だと思ったら負ける。これだけの皆さんが集まっ

ているのだ。必ず前進する。

■私たちは負けていない

水野孝昭さん（神田外語大教授＝朝日新聞で植

村さんと同期入社）

４年前の今ごろ、北星学園大学の彼のポストが

危なかった。札幌のみなさんが立ち上がって、

北星学園はポストを守り、学問の自由を守って

みせた。娘さんを脅したネトウヨの男は罰金刑

をくらい、秦郁彦や櫻井よしこは訂正を次々に

出した。植村さんの記事は捏造だなんてもうだ

れも書けなくなった。私たちは負けていない。

植村さんが戦い続ける限り、私たちはついて行

く。

■民主主義を鍛える運動

原島正衛さん（北星学園大教授＝植村さんの非

常勤講師の職を守るために尽力した）

植村さんが韓国カトリック大学に移ることにな

った時は、韓国に追いやってしまったと、内心

忸怩たるものがあった。植村さんの処遇をめぐ

って学内は２分し、植村さんの心の起伏が大き

いのが気掛かりだったこともあった。この５年

間で植村さんは成長した。彼を鍛えたのは皆さ

んだと思うが、櫻井氏かも知れない。この裁判

は植村個人のための裁判ではない。絶対に負け

てはならない裁判だ。私たちの運動は民主主義

を鍛える運動だと強く思う。

■歴史を語り続ける責任

崔善愛（チェ・ソンエ）さん（支える会共同代

表＝東京と札幌のたたかいを支え続けているピ

アニスト）

私は外国人登録法の指紋押捺を拒否し、米国留

学からの再入国不許可の取り消しを求める裁判

を経験した。当時、この日本社会ではどんなに

声をあげても伝わらないと思った。しかし裁判

という機会を得て多くの人と出会い成長するこ

とができた。今日の裁判でもし勝ったとしても

今の日本では一時的に変化しても根本的には変

わらない状況にある。私たちは裁判に勝っても

負けてもずっと歴史を語らなければならない責

任があると思う。

■ジャーナリストの仕事を否定

新崎盛吾さん（元新聞労連委員長＝東京訴訟の

支援を続ける共同通信記者）

判決は残念だ。しっかり取材し裏を取り正しい

情報を世の中に送り出そうとする記事が、単な

る伝聞で書いた記事に負けたからだ。櫻井氏が

どのような取材をし、どう裏取りしたのか。そ

れが違っていたことは、法廷で見事に立証され

た。植村さんの記事は、ウソではなく名誉棄損

に当たることまで認めながらの判決だった。プ

ロ意識を持って取材している記者やジャーナリ

ストの仕事を否定するものだ。

■市民と共にしっかりと支援

南彰さん（新聞労連委員長＝９月に就任した朝

日新聞記者出身）

タブー化強制社会へ、日本がどんどん進んでい

る。正しい歴史認識を市民と共有しながらしな

やかな社会を目指す記者が出て来るのを妨げか

ねない判決だ。今後も市民と一緒に、しっかり

と支援を続けていく。
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■闘い方に問題はなかったか

植田英隆さん（グリーン九条の会＝８月に市内の

交差点に植村さんの著書『真実』の広告看板を出

した）

この看板は勝訴の判決で差し替える予定だったが

東京訴訟の判決が出るまで続けるつもりだ。これ

まで９回くらい傍聴してきて勝訴を信じていた。

こうした判決を予想できなかった、こちらの闘い

方に問題はなかったのだろうか。

■我々こそ全員野球で

喜多義憲さん（元北海道新聞記者＝札幌訴訟唯一

の証人として２月に法廷に立った）

日本のジャーナリズムは腹をくくらなければなら

ないと感じる。権力の側とジャーナリズム側の力

はメジャーリーグと高校野球ほどの差がある。わ

れわれは会社の壁、活字と電波の境を超え、連帯

してやっていかないと、とても相手に及ばない。

今の内閣を安倍さんは全員野球内閣と言った。次

々ぼろが出てきているが、全員野球は我々にこそ

必要だ。そうでなければ、この問題だけでなく憲

法、原発などの問題に間に合わない」

■超党派で運動を支えた

七尾寿子さん（支える会事務局長＝支援市民グル

ープをまとめ、先頭で率いてきた）

植村裁判を支える運動は超党派だった。毎回傍聴

席を埋めて市民の注目度を裁判官に理解してもら

おうと、多くの団体を回り、傍聴の抽選の列に並

んでもらった。連合も道労連も一緒に並んでくれ

た。櫻井さんの言説がどう変化していったか、櫻

井さんが書いている本９０冊を買って読んだ。多

くの市民が協力してくれた。市民、労働者の力で

ここまで来ることができた。金学順さんが慰安婦

だったと名乗り出た時は６７歳だった。私は今６

５歳です。がんばります。

■事実の探求は絶対条件

三上友衛さん（道労連議長＝傍聴支援や集会参加

をサポートしてきた）

権力におもねた、相当に権力を気遣った判決だ。

民主主義の根幹は、少なくとも事実を探求したう

えで議論し、決めていくのが絶対条件と考えてい

る。そんなプロセスはどうでもいいと言われた気

がする。根拠がなくても発言し、決着がつく前に

執行してしまうことが労働現場でもある。私たち

は事実を積み重ね、事実を突きつけて対抗してい

く。私たちは諦めるわけにはいかない。

■疑心暗鬼の目で権力監視を

岩上安身さん（IWJ代表＝植村さんのインタビュ

ー番組をライブ中継するために札幌に来た）

判決は櫻井よしこをジャーナリストとみなしてい

ないことになる。名誉棄損と認めながら植村敗訴

となったのは忖度か政治の介入か。彼女は日本会

議の看板広告塔だ。今は傷をつけず温存するとい

う政治的意思が働いたのではないかと、非常にう

がった見方をしている。日本会議は「憲法改正が

発議されたら国民投票に行く」という草の根署名

活動に全力で取り組んでいる。権力はあらゆる手

だてを使う、三権分立なんて知ったことじゃない

と。私たちは疑心暗鬼の目で権力を監視すべきだ

と思う。

■控訴審でがんばる

　１０月１９日から２２日

まで、植村裁判を支える会

の仲間と日韓を往復する植

村隆さんを訪ね、韓国の民

主化の闘いを学びました。

　２０日、韓国カトリック

大学校の広いキャンパスを

散策。札幌にある山とそっ

くりな三角山が懐かしい。

公園ではカササギがたくさ

ん飛んでいました。自然豊

　タクシーで新村（シンチョ

ン）に向かいました。途中で

パク・クネ大統領の不正行為

や独裁政治に抗議してろうそ

くデモを行った有名な光化門

（クァンファムン）広場を通

りました。この広場を週末ご

とに集会の自由を守るため埋

め尽くした人々の怒りが伝わ

ってくるようでした。（写真

はキム・ミネさん撮影の光化

門広場のろうそくデモ）

　帰宅後にテレビでドキュメンタリー「パク

・クネ弾劾の舞台裏」を見ました。大統領の

疑惑を誰よりも早く掴み、世に知らせようと

した記者、イ・ジンドン。すべての始まりは

知人から受けた１本の電話でした。およそ２

年に渡る極秘取材で大統領の陰に潜む、チェ

・スンシルの正体を突き止めますが報道に圧

力がかかったのです。その取材を引き継いだ

伊藤誠一弁護士（札幌訴訟弁護団共同代表）

さきほど植田さんから、こういう判決を予測

できなかったのかと発言があった。本当に申

し訳ない。植村さんを敗訴させた「真実相当

性」に、こちらはきちんと論陣を張った、や

るだけのことをやったけど、こういう結果に

なったことを申し訳なく思う。札幌高裁の控

訴審でがんばる。

■ただの通過点に過ぎない

神原元弁護士（東京訴訟弁護団事務局長）　

東京では慰安婦問題のデマの大元になってい

る西岡力と、週刊文春を発行の文藝春秋を訴

えて、今月２８日に、 終弁論があり結審す

る。そこで判決日が示されるだろう。今日の

判決は、本人が捏造だと思っているのだから

捏造だ、と言っているだけだ。

11月22日に札幌高裁に控訴しました。東京

訴訟が11月28日に結審し、来年３月20日に

判決が言い渡されます。ブログhttp://sasaer

ukai .blogspot.com/をご覧ください。

かで紅葉が見事でした。

　電車に乗り、賑やかな広蔵(クァンジャン)市

場で韓国のすごいエネルギーに圧倒されまし

た。あらゆる日常品や食品、屋台が並び庶民

の生活を支えています。緑豆チヂミが美味し

かったです。

韓国の民主化運動を学ぶ旅
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の包丁さばきが見事でした。曲芸もあり、１

時間半、たっぷり笑わせてもらいました。　

　度重なる独裁政治に民主化を求めて闘って

きた人々の歴史をたどる旅から、たくさんの

勇気をもらい、１０月２２日帰国しました。

　不知火海を見下ろす丘の上に

水俣病センター相思社がありま

のがソン・ヨンソクが率いる取材チームでした。

大統領の不正に深く関わったチェ・スンシルの机

だけが残された事務所の引き出しから、この物証

を手にします。タブレット端末からは大統領の未

公開写真や政府の機密文書などが見つかります。

そこでヨンソクたちは作戦を考え、報道に踏み切

ったのです。一気に韓国市民の怒りは広がり、大

統領の罷免を求めて、全国で１７０万人がデモに

参加したというからすごい。自由に、それぞれの

パフォーマンスでデモに参加する娘や息子に、親

世代は「政府の不正に目をつぶったことが申し訳

ない。子どもたちには良い国を残したい。自由に

発言できる国になることを願っています」と語っ

ていたのが印象的でした。

　記者たちが権力に果敢に立ち向かうジャーナリ

ズム精神に感銘を受けました。

　次に向かったのがイ・ハンヨ

ル記念館です。「１９８７、あ

る闘いの真実」でも描かれてい

た６月の民主化抗争で、警察の

発砲した催涙弾で犠牲になった

延世（ヨンセ）大学（左写真）

の学生のイ・ハンヨルの勉強机

や家族写真、犠牲になった当時

着ていたＴシャツや新聞記事な

どが展示されていました。驚いたのは、先生に連

れられて１０人近くの小学生が 民主化闘争の歴

史を学んでいたことです。日本との違いを肌で感

じました。１９８７年の民主化抗争はろうそくデ

モの原点と言われています。

　金大中図書館（右写真）

にも行ってきました。近現

代史を学ぶには金大中が歩

んだ平和への道のりを知る

ことがとても大事です。こ

の日、韓国カトリック大学

校の植村隆さんの講義を受

　２１日、同大学校の学

生キム・ミネさん（写真

中央）の案内で、西大門

刑務所歴史館を見学しま

した。

　近現代期、韓国の人々

の苦難の歴史を象徴した

博物館です。日本の支配

下で祖国の独立を勝ち取

るために活動した人たち、解放後は独裁政治と闘

って犠牲になった人々が鎖に繋がれました。狭い

監獄に宙吊りのろう人形があまりにリアルで、直

視できない所もありました。日曜日でたくさんの

市民が訪れていました。日本人として恥ずかしく

て、目を上げられずそっと見学しました。韓民族

の抵抗の歴史が現代に脈々と繋がっていると感じ

ました。

　旅の最後に明洞(ミョンドン)でナンタを鑑賞し

ました。キッチン道具を楽器にしてダイナミック

な演奏と、ダンスを楽しみました。俳優さんたち

す。水俣病はもう終わったと思っている人は

多いと思います。私も２年前に水俣を訪ね、

水俣病センター相思社と歴史考証館に行き、

なお１０万人以上の潜在患者さんがいる事を

知りました。

　本書は生まれ故郷でいまもタブーとされる

水俣病事件の当事者たちと接するようになっ

た永野さんが、機関紙に綴った「水俣病のい

ま」を伝えるための連載「患者相談雑感」と

自身の日記に加筆して一冊にまとめた記録で

す。

　永野さんは「原因企業がチッソだと分かっ

た後も、市民の患者に対する冷たい眼差しは

変わらなかった。チッソを大切にするあまり

『チッソはこうしてほしいはず』 という前提

でものを考え、行動した市民は少なくありま

せん。（略 ）水俣はものを言えず何かを隠す

後ろめたい重苦しい感覚に、長いあいだとら

われてきました。『水俣病』という言葉をタ

ブーにしてしまった」と書いています。水俣

病ではないかとずっと思ってきても声に出せ

ずにきた人々。やっとの思いで語りだす人々

の声を永野さんは丁寧に聞いてきました。

　ある女性はこう語りました。「朝から晩ま

で魚、魚、魚。おやつもいりこ。肉なんかな

い、魚しかなかけんですね」「耳鳴りがもう

２０代から延々と続いています。夜が一番キ

ツい」。彼女たちの話を聞いて「この人たち

が水俣病でなくて、誰が水俣病なんだろう」

と永野さんは記します。語りだす人の中には

差別し、差別されてきた両方をあわせ持つ人

も多いとも。

　そんな永野さんでも、患者さんに何もでき

ないと落ち込むこともありました。石牟礼道

子さんに苦しい胸の内を明かすと「ああ、あ

なた、悶え加勢しよるとね。そのままでよか

ですよ。苦しい人がいるときに、その人の前

をただおろおろとおろおろと、行ったり来た

り、それだけでその人の心は少し楽になる。

そのままでよかとですよ」と。その言葉が今

も支えになっていると記しています。悶え加

勢するっていい言葉だなと思います。

水俣病患者相談のいま

みな、やっとの思いで坂を

のぼる

永野三智著　ころから1944円

けている学生２０人が参加しました。
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イラスト・編集・デザイン：mai works　注

文はfax 076-288-6093 水野スウさん、

または　mail＠mai-works.coｍへ。　

『わたしとあなたのけんぽうBOOK』は１９

１号（２０１５．９．２５）で紹介。

永野さんは患者さんと同じ目線で受け止めるから

きっと話しやすいのでしょうね。そんな優しさも

伝わってきます。

　巨大な権力と闘った川本輝夫さんや、母の認定

申請の棄却処分の取り消しを求めた溝口秋生さん

の闘いは、多くの人の認定につなげたと語り、先

人への尊敬の念も忘れません。

　「水俣病の苦しみは今も続いている。この人た

ちは社会から常に虐待を受けてきた。私たちはそ

の社会を構成している」と記しました。「つらい

思いをしている人の声が受け止められる社会にし

たい」と述べています。是非お読みください。

申し込みは 相思社へ。TEL 0966ー63-5800

 FAX0966-63-5808  info@soshisya.org

　自由の翼を求め続けた管野須賀

子は大逆罪で死刑になった唯一の

女性です。２９歳の生涯でした。大逆事件そ

のものが、大がかりにフレームアップ（デッ

チあげ）された虚像であり、断じて刑の執行

など許されるものではありませんでした。彼

女はまた、長く妖婦というレッテルを貼られ

続けました。堀和恵さんは、たくさんの記録

にあたり、現場を訪ね、須賀子の生い立ち、

ジャーナリストとしての才能、荒畑寒村や幸

徳秋水との「愛と葛藤」などを誠実に掘り起

こし須賀子の実像を浮き彫りにしました。

　須賀子が知的で正義感あふれ、心やさしい

女性であったことを生き生きと描写していま

す。須賀子の書いた文章から理想の社会を求

めたことに感銘を受けました。

　また検事、平沼騏一郎がどんな人物であっ

たのかも描き出しています。平沼は検察、そ

して司法省の権力の維持と強化に力を注ぎ治

安維持法への先鞭をつけていった人物だった

のです。須賀子たちの裁判で、平出修弁護士

は、鋭い反論をしています。平出が森鴎外か

ら教示を受けたという事実は初めて知りまし

た。石川啄木も当時の内閣による社会主義者

弾圧だと気が付いていたという文章も貴重で

す。「大逆事件」は百年前に終わったわけで

はなく、連綿として日本の司法の中につなが

っています。奇跡的に発見された須賀子の「

死出の道艸（みちくさ）」の一文には、「憐

れむべき裁判官よ、汝等は己れの地位を保た

んが為に、単に己れの地位を保たんが為に、

己れの地位を安全ならしめんが為に、不法と

知りつつ無法と知りつつ、心にも無い判決を

下すの止むを得なかったので有う。憐れむべ

き裁判官よ政府の奴隷よ、私は汝等を憤るよ

りも、寧ろ汝等を憐れんでやるのである」と

裁判の在り方を批判しています。

　須賀子の辞世の句に　「残しゆく　我が二

十とせ（はたとせ）の玉の緒を　百とせ（も

もとせ）のちの　君にささげむ」　この句に

は「自由でみなが幸せに暮らせる理想の社会

がつまっているのだ。そしてそれは、『百年

後の君』へと捧げられているのだ」と堀さん

は締めくくりました。暗黒時代に戻してはな

らないと思います。

　須賀子への共感がなければ、書けない評伝

で堀さんの生き方も見えてくるようでした。

　須賀子が処刑される前日に書いた真柄（社

会主義者・堺利彦の娘）への優しさあふれる

手紙に泣きました。

　石川県津幡町で週に１回、自宅

を開放して“紅茶の時間”を開い

ている水野スウさんは、「銀河通
信」の長い読者です。１０年以上も全国各地に出

向き、憲法を語り合ってきました。

　２０１５年に『わたしとあなたのけんぽうBO

OK』を出版。今回はその第二弾です。

　１３条の個人の尊重や１２条の不断の努力が明

記されていることを知り、私は憲法のことばの美

しさに気がつきました。憲法は人をしばるもので

はなくて、守ってくれるもの、私たちの味方なの

だとスウさんは語ります。スウさんは憲法を自分

ごとと思えたらもっともっと生きやすい社会を私

たち自身がつくることができると語りかけます。

　本文は９章で構成。平らに相手と対話しながら

考える過程を綴っていて思わず「憲法って深いで

すね」と相づちを打っていました。

　憲法９条に安倍首相が「自衛隊を書きたそう」

と言い出してから改憲の動きが加速しています。

しかも国民投票をすると言っています。スウさん

は、どいうことなのかと深く追求しました。すで

に憲法違反の「集団的自衛権」は強行採決で決定

しているのですから。「国民投票でこの案が通っ

たら、この自衛には他国の戦争にも参加する、集

団的自衛権ももちろん含まれていますよ、それを

国民のみなさまがお認めになったんですよ、って

いうつもりかもしれません」と警告しています。

９条が変われば、１２条と１３条の意味も変わっ

てくる？改憲のもくろみがよく理解できます。普

通の市民の目で書かれていて、親しみやすく心に

届きお勧めです。

　この２冊のけんぽうBOOKが、今年度の第２４

回「平和・協同ジャーナリスト基金」の荒井なみ

子賞を受賞しました。１９９５年に設立されたこ

の賞は、市民がお金を出しあい、選び、市民が贈

る日本版ピュリッツァー賞とよばれているもの。

平和、反核、人権、協同、連帯の分野ですぐれた

作品を発表したジャーナリストを毎年、数人選ん

で表彰しているそうです。素晴らしいですね。ま

すますの活躍に期待しています。

たいわけんぽうBOOK＋

水野スウ著　発行元：紅茶の時間
　９００円　

堀和恵著　郁朋社　1，620円

評伝　管野須賀子

～火のように生きて～
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きず日々を漠然と過ごしていた大学生が、茶道

を通じて進む道を模索していく姿を優しく描い

ています。

　雨の日は雨を聞く。雪の日は雪を見て、夏に

は夏の暑さを、冬は身のきれるような寒さを。

五感を使って、全身で、その瞬間を味わえば、

「本当に

やりたい

こと」を

見つける

ことがで

かけがえのない一日になるという「日日是好

日」。この日この時の出会いは一度きりと心

得て、誠意を尽くそうと説く「一期一会」。

　先日亡くなった樹木希林さんがお茶の先生

を演じました。「こうして毎年同じことがで

きるってことが、幸せなんだなぁってね」と

いう言葉に樹木さんの人生が重なり、心に沁

みました。

　主人公の２０数年を一人で演じた黒木華が

見せる多彩な表情は、多感な主人公の心情を

映し見事でした。そしてその主人公の人生の

困難な時も優しく包み込む先生役の樹木さん

の静謐さが心地良く、観る者の心まで慰さめ

てくれるようでした。

　公開を待たずに亡くなった樹木さん、ご冥

福をお祈りします。

「ノモレ」「モンテレッジオ　小さな村の旅する

本屋の物語」も紹介したかったのですが紙面がな

くなりました。次号に書きたいと思います。

　男性も女

性も徴兵制

度があるイ

スラエル。

ずっと他国

と戦争を続
けています。サミュエル・マオズ監督は２０

歳の時にレバノン戦争に従軍した経験があり

ます。「人を殺すか自分が殺されるかの世界

に放り込まれた」体験を２０年後に映画にし

たのが「レバノン」でした。初監督でベネチ

ア国際映画祭で金獅子賞に輝きました。

　この映画は、戦争が日常化した状態が人間

をどのように狂わせるのかを独特の映像美で

突き詰めます。監督も「イスラエル社会全体

が強くあらねばと、とらわれすぎていると気

づいた」と語っています。

　ミハエルとダフナ夫婦のもとに息子ヨナタ

ンの戦死の報が届きます。表情のアップや長

回しの映像からミハエルの動揺が伝わってき

ます。その後、誤報の知らせが届き、家族や

身内は安堵しますが、ミハエルは激怒。息子

の帰還を軍に迫ります。息子ヨナタンら若い

兵士４人は、ラクダがのんびり横切る無人地

帯で国境警備を続けていました。戦場とは思

えない静寂さが異様に緊迫感がありました。

敵が見えない。だけど機関銃がある怖さを皮

肉を込めて描くのです。ヨナタンは検問で間

違って一般人に発砲してしまいます。帰還途

中では想定外の事故に遭遇します。３部でミ

ハエルのトラウマが語られます。そうしてミ

ハエルは自分の弱さを初めて認めるのです。

戦争は今も続いていると静かに訴えます。言

葉は少ないけれど、夫婦、息子の追い詰めれ

ていく心理が、手に取るように伝わってきま

した。戦争の本質を鋭く突いた作品でした。

　原題は「フォックストロット」ステップが

元に戻るダンスのように運命は戻ってくると

いう意味です。

　イスラエルの文化大臣が「有害な映画」だ

と批判。制作費を出すべきでなかったと言っ

たそうです。

　ブックレットには、笠木透さんの語り、中川五

郎さんをはじめ共に生きた仲間たちによって笠木

さんが生き生きと活写されています。CD（２枚

組）には「笠木透作品をうたうコンサート」のラ

イブ演奏を含んだ２９曲を収録しています。

　笠木透さんとフォークソングとの出会いは、中

津川労音に参加し、１９６６年「ぜんまい座」を

立ち上げたことに始まります。ピート・シーガー

の演奏を聴き、「フォークソングは誰が作っても

いい、誰が歌ってもいい音楽なんだ」と、目覚め

ます。人間らしく生きるために必要なうたであり

雑木のような、名もない人々のうただと考えまし

た。笠木さんはクッキングハウスの応援団でもあ

り、「心の病気をした君たちだからこそ、自分の

思いを自分の言葉で表現できる。下手でもいいか

らやってみよう」と提案して、出来た作品は３０

曲以上。クッキングハウス３０周年では２年がか

りでミュージカルドラマを作り、クッキングハウ

スの仲間たちは１時間半にもなる「いのちの輝き

希望のあかり」を歌いました。私も会場で聴き、

正直でやさしい歌に涙がとまりませんでした。笠

木さんが生きてらしたらどんなにか喜んだことで

しょう。

　笠木さんの歌は弱い人々に心を寄せ、弱い人の

目線で生まれた歌が多いです。歌ったように生き

なさいというメッセージが込められています。私

が好きな歌は「君は君の主人公だから」です。君

のやさしさは君のものだから　とりかこむ世界に

ゆだねてはいけない　昨日を今日につなげるため

に　今日を明日に手渡すために　

　銀河通信を続けることが困難な時もあったけれ

ど、時代に流されずに生きてきた笠木さんの歌に

自分の生き方を重ねています。

　これからも「文化で闘う」人々を励まし続けて

いくでしょう。　

　笠木透（2014年没）の集大成と

なるメモリアルCDブック。　

笠木透メモリアルCDブック
音楽センター　3，500円

歌がなくては人間らしく

生きてはいけない

日日是好日 大森立嗣監督・脚本

運命は踊る　サミュエル・マオズ監督
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　『タクシー運転手　約束は海を越えて』は19

80年に韓国の光州で起きた反政府運動の学生や

市民を空挺部隊が弾圧。大量の死者を出した虐殺

事件を描いた映画でした。　　　　

　それから７年後、市民の自由と平和を叩きつぶ

す全斗煥大統領の軍政下で、市民が民主主義を取

り戻そうと闘い大統領直接選挙を勝ち取ります。

その１９８７年「６月民主抗争」を描いたのがチ

ャン・ジュナン監督の『1987、ある闘いの真実

』です。監督はこの素晴らしい歴史が語られる機

会が少ないことに気づき、ひとりの父親として伝

えていかなければいけない大切なことだと考え、

たとえ当時のパク・クネ政権から踏みつぶされて

も映画にしようと決意したそうです。

　映画は、民主化を叫ぶ市民の声が高まる１月、

警察の取り調べを受けていたソウル大学生の謎の

死から始まります。証拠隠滅のためパク所長は検

察に遺体の火葬を要請しますが、チェ検事は拷問

を直感。決して判を押さず解剖を命じ、反乱の一

歩を踏み出します。心臓麻痺だと嘘の発表を続け

る警察。しかし、現場に残された痕跡や解剖所見

は拷問による死亡を示し、事件を取材していたユ

ン記者は「水拷問中の窒息死」と報道します。こ

れにパク署長は刑事２人だけを拘束させて、事件

を矮小化しようとします。どこかの国の首相と同

じですね。 一方、刑務所に収監された刑事から

事件の真相を知った看守ハンは、この事実を伝達

するため、大学生の姪のヨニに危険な使いを頼み

ます。普通の市民が良心に従って行動し、リレー

のようにつながっていきます。

　映画は当時の様子をリアルに再現しつつ、エン

タテイメント性も兼ね備え、最後まで観客を引っ

張って素晴らしい。独裁に抗い真実を追求する姿

に共感。見ている私も熱くなり、ついつい感情移

入して引きこまれました。ハン看守への拷問がす

さまじく、こんなことがつい31年前の韓国で実

際に行われていたことに慄然としました。「根が

優しく、面倒見も良くて、最後に男気を見せる役

」と言ったらこの人、今回の看守役も大向こうか

　１９７０年代から８０年代

に活躍したイギリスの人気ロ

ックバンド「クイーン」のボ

ーカル、フレディ・マーキュ

リーを描いた伝記ドラマがＳ

ＮＳで話題になっています。

　「クイーン」の音楽は聴い

たことがあってもフレディの知られざる孤独

をこの映画で知りました。世界中から賞賛さ

れているとき、何を考えていたのか、家族と

呼ぶ「クイーン」のこと、愛する人への思い

などが丁ねいに描かれていました。歌はダイ

ナミックですが、心は繊細で包んでくれるよ

うな愛情を求めていたようです。

　なんと演奏された曲は２８曲。フレディの

歌声と表現力がラミを通して目の前に立ち現

れる、その臨場感が素晴らしい！「ライヴ・

エイド」が開催された１９８５年７月１３日

ロンドンのウェンブリー・スタジアムには７

万人以上の人が押し寄せ、熱気に包まれまし

た。ラスト２１分間の演奏に心を奪われ感涙

しました。

　監視下に置かれた新聞社の視点、検察や看

守など内部からの視点、そしてイマドキ女子

大生という最も政治からは遠いと思われる存

在からの視点を軸に置いた複数のストーリー

が交差し、いかに韓国が民主化の道を歩んだ

か、彼らの力がどのように歴史を変えてゆく

のかがドラマチックな展開を挟みつつ、ラス

トまで一瞬も目が離せませんでした。監督の

この映画にこめた思いがひしと伝わってきま

した。「１９８７年を振り返り、歴史の鏡と

することができるなら、次世代への大きなプ

レゼントになると思う」と監督は語っていま

す。

　政治に関心のなかった女子大生のヨニが、

デモに向かってただひたすら走っていくラス

トに涙が止まりませんでした。それは「もう

黙ってはいない」とこぶしを挙げ、たくさん

の市民と共に前へ向かっていく姿でした。歴

史は過去のことではなく未来と地続きです。

排外主義的なヘイトスピーチを許す我が国が

恥ずかしい。日本人こそ観るべき作品だと思

います。私にとって今年観た最高傑作です。

ボヘミアン・ラプソディ
ブライアン・シンガー監督

Cinema Graffiti　〈私の映画評〉　シネマグラフィティ

『１９８７、ある闘いの真実』　
　　　
　　　　　　　　樋口 みな子

　普通の人々の行動が

韓国の民主化をつくりあげた

( C )  2 0 1 7  C J  E & M  C O R P O R A T I O N ,  W O O J E U N G

 F I L M  A L L  R I G H T S  R E S E R V E D

ら声がかかる

ようなハンを

演じたユ・ヘ

ジンが印象的

でした。『タ

クシー運転手

』でも面倒見

のいい運転手

を演じていま

したね。

札幌映画

サークル

シネアス

ト１１月

号掲載

購読料と寄付をありがとうございます（敬称略）
　10.9～11.27

柴崎徹（調査報告書も)/成田明/中川充/岩井善昭/高

澤光雄（著書）/塚本裕子/内田篤のり /花崎皋平/新

妻徹/藤谷和廣/高橋儁(切手も）/堀和恵(著書）/梅沢

俊(カレンダー）合計20,000円は印刷と送料に使わ

せていただきます。また著書の寄贈もありました。合

わせてありがとうございます。■郵送料が大幅に値上

げしました。来年１月から年間1500円とします。郵

送を希望しない方はFax 011-382-9020 または

minginga@agate.plala.or .jp にご連絡ください。
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